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区の平和事業の
取り組みはこちらから
ご覧ください。



非核平和都市品川宣言「シンボルマーク」

宣言の趣旨に沿った図書（一
般・児童）、地域行政資料、
DVDなどの視聴覚資料や写真パ
ネルなど約5400点を収集してい
ます。

「平和資料コーナー」
  �  品川図書館

図書カード（500円・1000円）
ポロシャツ（1900円）
声の戦争体験集 CD（500円）
声の戦争体験集 本（1000円）
ピンブローチ（800円）

 非核平和記念品の有償頒布
  �  区政資料コーナー・品川歴史館・品川区総務課

このシンボルマークは、平和の象徴で
あるハトが爆弾をくわえていってしま
うことを表しており、ハトには品川の
文字をデザイン化しています。
� 1985（昭和 60）年 7月決定

区役所や区主催イベント等に
おいて、「平和」の意味を持つ花
（コスモス等）の種子入りの宣言
袋を配布し、平和の想いを広げ
ていきます。

「平和の種子」の配布
  �  区役所等

品川区が実施する平和啓発事業
品川区では、1985（昭和 60）年に「非核平和都市品川宣言」を行いました。宣言の趣旨である核

兵器廃絶と恒久平和確立の精神を継続的に広く普及させていくとともに、戦争の悲惨さ、平和の大
切さを次世代に伝え、高揚を図ります。

ミニチュア　大崎ニューシティ内　

1987（昭和62）年1月設置
⑴高さ　１．７ｍ
⑵材質　��像：ブロンズ� �

台座：稲田石

ミニチュア　JR西大井駅前

1989（平成元）年3月設置
⑴高さ　２．４ｍ
⑵材質　�像：ブロンズ� �

台座：吹雪御影石

平和への願いをこめてつくられた
この像は、母親が右手に高くかざし
た非核平和都市品川宣言のシンボ
ルマークを男児が見つめ、次の世代
にその心を語りついでいくことを表
しています。台座は原爆のきのこ雲
がかたどられています（ミニチュア
を大崎ニューシティ内、JR西大井
駅、五反田文化センター内、品川
図書館内に展示）。

制作：小金丸　幾久氏
1986（昭和61）年3月設置
宣言１周年を記念して制作
⑴ 高さ　４．０ｍ
⑵ 材質　像：ブロンズ　台座：白御影石

「平和の誓い」像　JR大井町駅前

ミニチュア　五反田文化センター内

2014（平成26）年8月設置
⑴高さ　１．７ｍ
⑵材質　��像：ブロンズ� �

台座：白御影石



広島市平和記念公園にある「平和の灯」
と長崎市平和公園にある「誓いの火」か
ら採火し、合わせて灯しました。この灯
は戦争の悲惨さ、命の尊さ、平和の大切
さを永く後世へ伝え、再び核の閃光を頭
上にひらめかせてはならないことを誓うも
のです。

1990（平成2）年8月設置

「誓いの灯
ともしび

」 JR大井町駅前「平和の誓い」像前

平和のシンボル「千羽鶴」を
モチーフに、誰にも分かりやす
く親しまれるデザインになって
います。モニュメントの前には、
品川区平和使節として広島・長
崎に派遣された中学生・青少年
の作文などが入ったタイムカプセル【2035年開封】が埋め
込まれています。

2005（平成17）年3月設置
宣言20周年を記念して制作
⑴高さ　3.0ｍ　⑵�材質　白御影石

「平和のモニュメント」 しながわ中央公園 （区役所前）

毎年、「非核平和都市品川宣言」を行った3月に、広島・長崎平和使節派遣の成果発表資料や被爆当時の写真などを
展示しています。宣言を行い、2020（令和2）年3月で35周年を迎えるにあたり、広島市・長崎市所有の資料の展示、
および開催場所（区施設のほか、東急目黒駅、アトレ大井町など）を拡大し、開催しました。

〈展示内容〉
①広島・長崎の被爆当時の写真
②広島・長崎平和使節派遣生の成果発表資料
③�被爆体験証言者と高校生との共同制作による�  
「原爆の絵」

④被爆を語る被爆証言映像　など

戦争の記憶を風化させず、非核・平
和意識を区内外に広めていくため、区
が実施する平和事業の概要や平和使節
派遣生の想い、しながわ平和の花壇の
発案者（以前の平和使節派遣生）のイ
ンタビューなどを収録した動画（2分×5
バージョン）をYouTube品川区公式チャ
ンネル「しながわネットTV」で配信して
います。

「しながわネットTV」は
こちら

 非核平和パネル展の開催（毎年 3 月中旬から下旬）
  �  区役所、東急目黒駅、アトレ大井町店等

 非核平和 PR 動画「あの悲劇を繰り返さないために・・・」（2020（令和元）年 9 月制作）
  �  YouTube 配信

（区役所本庁舎第二庁舎3階連絡通路）

（アトレ大井町店6階
エレベーターホール付近）

※予定していた大井競馬場は新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う無観客開催のため中止

（東急目黒駅構内）

（区役所第二庁舎3階ロビー）

（スクエア荏原1階連絡通路）



【8月5日（1日目）】�被爆者講話、平和記念公園見学
千羽鶴の献鶴など

【8月8日（1日目）】�
青少年ピースフォーラム
（被爆体験講話、平和学
習）、平和の灯事業参加

【8月6日（2日目）】�平和記念式典参列、意見交換、各種資料館見学、灯ろう流しなど

【8月10日（3日目）】�
自主見学（各所を見学し、
長崎の歴史を学ぶ。大浦天
主堂、グラバー園　ほか）

【8月7日（3日目）】�碑めぐり講話

【8月9日（2日目）】�
平和祈念式典参列、
青少年ピースフォーラム
（平和学習）、原爆資料館見学

各区立中学校・義務教育学校8年生を広島市へ派遣し、平和記念式典への参加、平和記念資料館見学等を実施して
います。その成果を各学校で報告するとともに、派遣レポートを作成し、各学校の平和学習での活用や区民等へ配布
を行っています。なお、派遣生の募集は、例年4月下旬頃に各学校を通じて行います。

区内在住・在学の青少年6名を長崎市へ派遣し、平和祈念式典への参加、原爆資料館見学等を実施しています。各
派遣生の感想や意見などをまとめた派遣レポートを非核平和パネル展等で区民および関係機関へ配布を行います。な
お、派遣生の募集は、例年4月下旬頃、広報しながわや区ホームページなどに掲載します。

 中学生広島平和使節派遣（毎年 8 月 5 〜7 日実施）
  �  広島県広島市

 青少年長崎平和使節派遣（毎年 8 月 8 〜10 日実施）
  �  長崎県長崎市



非核平和都市品川宣言後の主なあゆみ ●宣言記念事業

周年 年月 主な出来事
1985. 3 「非核平和都市品川宣言」1985（昭和60）年 3月26日

1

1985. 5 標語・シンボルマーク公募→発表会（ 8月）

1986. 3
品川区平和基金条例公布　基金 1億円
●「平和の誓い」像制作　除幕式（JR大井町駅前）
●品川の学童疎開展（品川歴史館）

2

1986. 7 平和資料コーナー設置（品川図書館）

1987. 1 宣言文パネル展示（区役所・地域センター・文化センター等）
「平和の誓い」像（ミニチュア）設置（大崎ニューシティ内）

1987. 3 ●アニメ「21世紀へのメッセージ」制作発表
●「平和作文」発表

3

1987. 7 品川区平和基金 1億円増資　計 2億円

1987. 8 第 1回「青少年広島への旅」

1988. 3 ●平和音楽祭（荏原文化センター）
　公募による「品川区平和の歌　（STOP！）」発表

4

1988. 4 平和記念品（Tシャツ・トレーナー・タイピン・ペンダント）頒布
開始

1988. 7 平和記念品（テレホンカード）頒布開始

1988. 8 第 2 回「青少年広島への旅」

1989. 3 ●「平和ポスター展」（勤労者福祉会館）
●「平和の誓い」像（ミニチュア）設置（JR西大井駅前）

5

1989. 5 広島原爆ドーム保存基金実施（ 5月～ 7月）

1989. 8 保存基金を品川区長から広島市長へ渡す（2,786,143円）
第 3回「青少年広島への旅」

1990. 3 ●さとう宗幸平和コンサート（きゅりあん）

6
1990. 8 「誓いの灯」命名式・点灯式（JR大井町駅前）

第 4回「青少年広島への旅」

1991. 3 ●「平和おんすてーじ」フルートリサイタル＆ひとり芝居「朝ちゃん」
　（きゅりあん）

7
1991. 8 第 5回「青少年広島への旅」

1992. 3 ●春休み親子人形劇「オズの魔法使い」（きゅりあん）

8
1992. 8 第 6 回「青少年広島への旅」

1993. 3 ●ふるさと交流太鼓の競演＆田中星児コンサート（きゅりあん）

9
1993. 8 第 7 回「青少年広島への旅」

1994. 3 ●‌�しゅうさえこ　歌とお話＆デュークエイセスコンサート�  
（きゅりあん）

10

1994. 8 第 8 回「青少年広島への旅」

1995. 3

●（宣言10周年記念事業）
戦争体験集「明日へのメッセージ」発表・上条恒彦コンサート・
東京大空襲パネル展・非核アニメ「21世紀へのメッセージ」上映（きゅ
りあん）

11
1995. 8 第 9 回「青少年広島への旅」

1996. 3 「声の戦争体験集」（カセットテープ）作成・発表
●野村万之丞　狂言「蝸牛」＆アミーカ　コンサート（きゅりあん）

12
1996. 8 第10回「青少年広島への旅」

1997. 3 ●影絵「ビルマの竪琴」＆森みゆきコンサート（きゅりあん）

13
1997. 8 第11回「青少年広島への旅」

1998. 3 ●高石ともやトークコンサート（きゅりあん）

14
1998. 8 第12回「青少年広島への旅」

1999. 3 ●アニメ映画＆トトロファミリーコンサート（きゅりあん）

15

1999. 8 第13回「青少年広島への旅」

2000. 3
絵本「21世紀へのメッセージ」作成・配布
●春休み親子ファンタジー劇場「オズの魔法使いたち」
　（きゅりあん）

16
2000. 8 第14回「青少年広島への旅」

2001. 3 ●広瀬久美子講演＆黒坂黒太郎コンサート（きゅりあん）

17
2001. 8

平和記念品（オレンジカード）頒布開始
第15回「青少年広島への旅」
学童疎開のおはなしと人形劇のつどい（品川区民ギャラリー）

2002. 3 ●小林カツ代講演＆新垣勉コンサート（きゅりあん）

18
2002. 8 第16回「青少年広島への旅」

2003. 3 ●海老名香葉子講演＆リンクス コンサート（きゅりあん）

19
2003. 8 第 1回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2004. 3 ●松平定知講演＆島田祐子コンサート（きゅりあん）

周年 年月 主な出来事

20

2004. 8 第 2 回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2005. 3

●（宣言20周年記念事業）
「平和のモニュメント」制作　除幕式（しながわ中央公園）
「タイムカプセル」埋め込み【2035年開封】（しながわ中央公園）
平和祈念展～非核平和都市品川宣言20年を振り返る～（きゅりあ
ん）
草笛光子　記念講演（きゅりあん）

21

2005. 7 平和記念品（図書カード）頒布開始

2005. 8 第 3 回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2006. 3 非核平和パネル展（第二庁舎ロビー）

22
2006. 8 第 4 回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2007. 3 非核平和パネル展（第二庁舎ロビー）

23
2007. 8 第 5回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2008. 3 非核平和パネル展（第二庁舎ロビー）

24
2008. 8 第 6 回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2009. 3 非核平和パネル展（第二庁舎品川シアター前）

25

2009. 8 第 7 回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2010. 3

「声の戦争体験集」CD化・配布
●（宣言25周年記念事業）
被爆・戦争体験者座談会＆品川クラシック音楽協会コンサート
（きゅりあん小ホール）
非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路）

26
2010.8 第 8 回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2011.3 非核平和パネル展≪ 3 /11東日本大震災のため中止≫

27 
2011. 8 第 9 回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2012. 3 非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路）

28
2012. 8 第10回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2013. 3 非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路）

29
2013. 8 第11回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2014. 3 非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路）

30

2014. 8 第12回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」
「平和の誓い」像（ミニチュア）設置（五反田文化センター内）

2014.11
●（宣言30周年記念事業）
友好都市ニュージーランド国オークランド市へ平和事業交流団派
遣

2015. 3

●（宣言30周年記念事業）
被爆体験者講演と平和コンサート（東京都交響楽団）のつどい（きゅ
りあん小ホール）
非核平和パネル展（第二庁舎 3 階ロビー等）

31

2015. 5 平和の花壇　植樹式（JR大井町駅前）

2015. 8 第13回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2016. 3 非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路等）

32

2016. 6 平和の花壇　植樹式（JR西大井駅前）植樹（戸越台中学校・荏
原第六中学校・八潮学園・日野学園・荏原平塚学園）

2016. 8 第14回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2017. 3 非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路等）

33

2017. 6 平和の花壇　植樹式（五反田文化センター）植樹（大崎中学校・ 
鈴ヶ森中学校・冨士見台中学校・荏原第一中学校・伊藤学園）

2017. 8 第15回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2018. 3 非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路等）

34

2018. 6 平和の花壇　植樹（東海中学校・浜川中学校・荏原第五中学校・
品川学園・豊葉の杜学園）

2018. 8 第16回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2019. 3 非核平和パネル展（本庁舎第二庁舎 3 階連絡通路等）

35

2019. 8 第17回「中学生広島平和使節派遣」「青少年長崎平和使節派遣」

2020. 3

●（宣言35周年記念事業）
多世代に広める平和の想い（スクエア荏原ひらつかホール）
　※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止
非核平和パネル展（第二庁舎 3 階ロビー、本庁舎第二庁舎 ３ 階
連絡通路、スクエア荏原、東急目黒駅、アトレ大井町店）
　※�予定の大井競馬場は新型コロナウイルス感染症拡大防止に 

伴う無観客開催のため中止



  お問い合わせ  

品川区総務課平和担当
 電話  03-5742-6625　 メール  somu@city.shinagawa.tokyo.jp
 FAX  03-3774-6356

しながわ平和の花壇

すべての人々が、非核・平和について考える機会をつく
り、戦争の悲惨さを深く知ることで、非核・平和の意識
がさらに広まるように設置しました。この花壇には、平和
を愛する区民の想いをつなぐため、「平和を象徴する花」
と呼ばれるカンナと、平和に関する花（コスモス・パンジー
等）を区内各所に植えています。この取り組みは、当時
区内在住の中学生（平和使節派遣生）の提案により実現
しました。

「75年草木も生えない」と
言われた爆心地に、いち早
く開花し、このことが人々
の胸を打ち、平和を象徴す
る花と呼ばれるようになり
ました。

平和を象徴する花
「カンナ」

JR大井町駅前

五反田文化センターJR西大井駅前

区の平和事業の
取り組みはこちらから
ご覧ください。

JR 大井町駅前、JR 西大井駅前、五反田文化センター、
各区立中学校・義務教育学校（計15 校）

Shinagawa Declaration of a Non-nuclear Peace Area
� ※非核平和都市品川宣言英訳

At the present time, on earth the human race has accumulated 
a nuclear arsenal quite sufficient to totally destroy itself.
No weapon has ever been developed which has not at sometime been put to use.
History bears witness to this terrifying truth.
We must lose no time in ridding the world of nuclear weapons.
Before the glaring flash fills the sky above our heads.
If we are too late, we will not even be left with a future to lament our failure.
With the heartfelt plea that nuclear weapons be abolished and permanent peace be established,
Shinagawa City declares itself a Non-nuclear Peace Area and makes its appeal to the world.
We refuse to allow the manufacture, placement or introduction of nuclear weapons,
by whatever country, for whatever reason.
To countries holding such weapons, we say, abandon your nu-clear armaments immediately!
For the future of this beautiful, irreplaceable earth and for all things living that exist upon it.

26th March 1985
� Shinagawa City
� Tokyo


